






ュウリ ・モザイク ・ウイルス (CMV)が検出されたとし、う報告は， Nobrega (17)の記載
があるにすぎない.彼は1947年プラジルで Dendrobiumnobileからウイルスを分離し，












バコ，N. glutinosa，キュウリなどに全身感染するウイルスをタパコ (WhiteBurley， 
Samsun)および N.glutinosa，で増殖して実験の接種源とした.汁液接種はカーポラン
ダムを用いた塗抹法により， 実験はガラス温室で・行なった.供試植物はラン科では Den-
drobium， Cattleya hybrids， Cymbidium， Miltonia， Oncidiumおよび Zygotetalumの
実生苗，ラン科以外ではタバコ，N. glutinosa，キュウリ，ソラマメ， トウモロコシ，セ
ンユチコウなど多数の植物であって，それらに接種して病徴を比較した.戻し接種はタバ
















第 1表 Dendrobiumから分離された CMVの寄主範囲
全身感染植物
Dendrobiωn， Miltonia， 
キュウり (Cucumissativus;刈羽節成，宮ノ陣， 聖護院育長節成)，カボチャ (Cucurbita
moschata:極早生小菊.富津黒皮)，セイヨウカボチャ (Cucurbitamaxima:打木早生赤栗)，
ベポカボチャ(Cucurbifateto;ポγキン)，ユウガオ (Lagenarialeucanthe var. clavata)，シ
ロウリ (Cucumismelo var. Conomon;桂大白瓜)，タパコ (Nicotianatabacum: Samsun， 
White Burley)， Nicotiana glutinosa， N. rustica，ベチュニア (Petuniahybrida)， トマト
(Lycotersicon esculentum)，トウガラジ(Catsicumannuum)，ナス(Solanummelongena)， 
セγェチコウ (Gamthrenaglobosa)， クリムソンクローパー (Trifoliumincarnatum)，サ
プクローパー (Trifoliumsubterraneum)， アルサイククローパー (Trifoliumhybridum)， 
アルフアルファ (Medicagosativa)，スイートクローバー (Melilotusolba)，アズキ (Phaseolus
angularis;宝小豆)，ピート (Beta仰 Igari冶，ホウレンソウ (StInaciaoleracea)，ヒャクエ
チソウ (Zinniaelegans)，ダイコ γ (Rathanussativus).， カプ (Brassicarapa戸， コマ
ツナ (Brassicarata L. var. Komatsuna hara戸. トウモロヨシ (Zeamays L.)， キピ
(Panicum miliaceum L.) 
局部感祭植物
スイカ (Citru//us vulgaris;旭大和西瓜)， トウガ (Benincasacerifera:丸分瓜〉シロバ
ナヨウシュチョウセγアサガオ (Daturastramonium)，ツルナ(Tetragoniaextansa)， ェγ
ドウ (Pisumsativum)，ソラマメ (Vicia faba)，ジュウロクササゲ (Vignasesquipeda/is; 
黒種三尺)，ダイズ (Glycinemax) ， プγ ドウ (Phaslolusaureus)， Chenotodium amaran-
ticolor，ゴマ (Sesamumindicum) 
非感染植物.
Cattleya hybrids， Cymbidium， Oncidium， Zygotetalum 
イγゲγ (Phaseolusvulgaris)，レッドクローパー (Trifoliumtratense)， Cassia occi-
dentalis，カγラン (Brassicao/eracea var. catitata)，フリージャ (Freosi・'aref/actn)，ソA

































































































本ウイルスに感染しなかった縞物は， ラン科では Cattleyahybrids. Cymbidium. 
Oncidiumおよび Zygopetalum. ラン科以外ではインゲン， レッドクローバー.Cassia 
occidenialis.カンラン，フリージャ，ソパ，ナデシコおよびナズナであった.
物理性
汁液接種で発病させたタパコ (WhiteBurleyまたは Samsun)病薬の 10倍希釈粗汁
液を接種源にし. C. amaranticolorを検定植物として不活化温度， 保存限度および希釈
限度を調べた.
実験結果は第 2 表に示す.本ウイルスの粗汁液中で、の不活化温度は 65~700C 10分，保
存限度は200Cで8~16 日の間にあった.また希釈限度は 5 X 1O-~~1O-6 であった.
第 2表 Dendrobiumから分離された CMVの物理性
分離株 対照 40.C 45 50 55 60 65 70 75 
不活化温度 I 280.0 203.0 142.0 80.0 28.3 21.3 13.0 。。










































モモアカアプラムシ Myzuspersicae Sulzをシャーレに集めて 1時間絶食させた後，































































2. Alfalfa mosaic virus (AMV):本報のウイルスを第1次ウイルスとし，クロー














N. glutinosa.トマト，キュウリ， トウモロコシなどに全身感染し， ササゲ，エンドウ，
ソラマメ， C. amaranticolor. ゴマなどの接種葉に局部病斑を生じること，アブラムシ伝
搬，物理性などの諸性質および径30mμ内外の球状粒子がみられることなどからCMVと
同定された.Dendrobiumには一般に CyMVの発生が多いが，本報のウイルスが分離され
た Dendrobiumには CyMVとの混合感染が認められなかった.従来の報告で Dendro-
biumから検出された CyMV以外のウイルスは.1947年プラジルで‘CMVが分離された
報告があるにすぎず，その後ラン科植物からCMVが分離された報告はない.Nobrega 







































では DendrobiumおよびMiltoniaに感染し.Cattleya hybrids， Cymbidium， Oncidium 










統に対し干渉効果が認められ， AMV との聞には認められなかった.耐熱性は 65~700C
10分，希釈限度は 5X 10-4-10-6，保存限度は 200Cで 8-16日であった.病原ウイル
ス粒子は径 30mμ 内外の球状であった.
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